




The Impact of Multi-National Company 


















( 1 ) 日本政府は2013年6月に横浜で開催されたTICADVにおいて，“アフリカの経済成長の促進"を支
援策の方針に掲げ，アフリカが抱えている貧困や飢餓を改善する上で，経済成長および投資の必要性を





































フリカ関係については青木 [2011J，落合 [2012J，郭 [2011Jを参照。
( 3 ) UNCT AD [2014aJ， p.12. 
( 4 ) ibid， pp. 60-61; 77-81. 
( 5 ) ADB [2014J， pp.24-25. 
( 6 ) George [1977J， p. 133. 
( 7) Sachs [2005J， pp. 188-195. 
(8) 福田 [2009J，pp. 79-82，および [2011aJ，pp. 125-1260 
































(11) Republic of Kenya [1969Jおよび [2001]を参照。
(12) ケニアにはアフリカ原産もしくは古くから現地に根付いている“伝統的な野菜"が210種類存在して
おり，市場で販売されているものから山林に自生しているものまで様々な野菜が料理に用いられている
(Pasq uini， etal. [2009J， pp. 182-183)。


















ケニアは 2004-13年の人口増加率が年平均 2.7%に達しており，総人口も 3，483万人から
4，435万人に増加している。さらに 2000年代後半，大規模な干ばつや穀物市場価格の高騰が立て
続けに起こったため，国民一人当たりの食料消費量は減少している。 1994-2001年の一人当た
り穀物消費量は年間 119.3kgであったが， 2002-10年の消費量は 116.7kgとなっており，特に
2008年は 108.7kgまで減少している。ケニア独立 0963年)から現在までで消費量が最も多かっ
た 1976年 060.3kg) と比較すると，年間 40kg以上も減っている(へまた野菜の消費量は一









Kodhek [2004J， pp. 28-29)。
(14) Yang and Keding [2009J， pp.106-117. 
(15) FAO [2013J， p.15. 
(16) UNICEF [2012J， p.20，およびUNOCHA[2012J， pp.1-4。


















熱量 P A C E Fe 
(Kcal) (g) 〈μg) (mg) (mg) (mg) 
【穀物】
364 8.8 1.7 
332 9.6 。 0.5 3.7 
365 7.1 。 。 0.1 4.3 
【伝統的な野菜】
113 6.8 10 23.4 0.3 3.1 
49 4.3 500 120 1.5 1.5 
86 1.6 709 2.4 0.3 0.6 
26 1.0 426 9 1.1 0.8 
【外来種の野菜】
16 1.2 75 16 0.5 
40 1.1 7.4 0.02 0.2 
594 17.3 l 0.4 3.7 
41 0.9 835 5.9 0.7 0.3 
77 2.1 。19.7 0.01 0.8 
【肉類】
680 10.7 。 。 。1.1 
223 24 4 。 1.3 
201 
Ca Zn Mg 
(mg) (mg) (mg) 
5 2.2 110 
33 2.9 117 
28 1.1 25 
34 0.8 58 
150 0.6 47 
30 0.3 25 
21 0.3 12 
5 0.1 8 
23 0.2 10 
70 3.8 
33 0.2 12 
12 0.3 23 
19 1.2 6 
12 1.5 20 
(注1) 栄養価に関する記号はそれぞれ， p=タンパク質， A=ビタミンA-RAE(レチノー ル活性当量)， C=ピタミ
ンC，E=ビタミンE，Fe=鉄分， Ca=カルシウム， Zn=亙鉛， Mg=マグネシウムを示している。
(注2) r伝統的な野菜」と「外来種の野菜」の区分はAmbrose.Oji[2009Jを参照。






































(20) ノ〈イオ燃料需要の増大と農業投資の連関は佐有本 [2014]および大江 [2008]を参照。
(21) Boamah [201 LIおよびLandMatrix (2014年9月初日閲覧〉。




班 [2010]，pp.174-180)。切り花産業の発展によって，少なくとも直接的には 5万人，間接的には 7
万人の雇用を創出したとされる (ExportProcessing Zones Authority [2005]， pp.1-2)。
(23) 開発途上国で行われている土地売買は LandMatrix (2014年9月26日閲覧)を参照。




(Kwa1e Internationa1 Sugar Company)の株式50%を2，000万ドルで購入， r地域社会・経済
の発展に貢献」という主張のもと， 2013年からクウェル社が所有する農地(約 6，800ha)でバ
イオ燃料用サトウキピの栽培を開始している。 3つ目はカナダ資本のベッドフォード社

























































(26) 世界ラーメン協会 (WINA)によると，世界全体で消費されている即席メンの量は 1，056低食 (2013
年)に達し，一人当たり約15食/年を消費していることになる。即席メンの総消貿易/年を凶別でみ







(28) 福西 [2012J，pp.238-239o 
(485 ) 多国籍企業の進出がケニアの良業・食文化に及ぼす影響 205 
ニャマチョマ チキン
(出所) 日消食品ウェプサイ ト(2014年9月4日閲覧)より 引用






















(29) UNCT AD [2014b]， p.81. 
(30) ADB [2014]， pp.61-64 






























(31) Anseeuw， W.， etal. [2012J， pp.19-24. 
(32) Daniel and Mittal [2009J， pp. 13-17. 
(33) 失業者数はWorldDevelopment Indicators: DataBank (2014年9月27日閲覧)より筆者算出。
(34) 勝俣 [2008J，pp.47-50，および福田 [2011bJ， p.87。
(35) Kenya National Bureau of Statistics [2008J， pp. 13-14. 
(36) 川島 [2009J，p.49。































(37) Makutsa [2010J， p.9. 
(38) 日本経済新聞 (2013年5月21日)。ケニアの法定最低賃金は 2009年から引き上げられており， 2014 
年の最低賃金は前年比で 13.1%(都市部の平均給与で約9，781-2万2，071ケニアシリング/月)引き上
げられている。
(39) Morawczynski and Miscione [2008]， p.289. 









と1.8倍も増加している刷。そのため， トウモロコシの一人当たり年間消費量は 90kg (1990年



























































(43) Ambrose-Oji [2009J， pp. 9-12. 
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